
はなもみじ GIRO.
⾜助地区 ･⾜助町

Cafe × 循環

MYパワーは
地域の課題解決と
地域内経済循環を
目的とした地域会社です。

2023 秋号 vol.12

入院中ですが外出許可を取って毎回参加
しています。楽しみながら、健康維持が
できてとっても嬉しいです。

大好評！元気になれるカラオケ･サロン♪

このサロンが毎月の楽しみ！
雰囲気のあるお店で、昔懐かしい歌を
聴いたり歌ったり、昔を思い出して
若返った気分です。
知らない人とも、友達になれました！

開催施設
⾜助カラオケ･レンタルルーム
ASH★（アッシュ）
豊⽥市⾜助町宮平１８
０８０-２６２０-５０３０ (代表)

電力契約実績
公共施設 ７１３件 ◆新規契約者 ～ありがとうございます！
民間事業者 ６８件 豊大(株)／わっぱの会／日本福祉協議機構
一般家庭 １０５件 合計８８６件 栃本自治区集会場／怒田沢集会所 など…

豊田市と進める「ずっと元気プロジェクト」
の一環でMYパワーが毎月1回、【カラオケ
BAR アッシュ(ASH★)】のレンタルルーム
を借りてカラオケ･サロンを開催しています。

カラオケには誤えん防止や脳の活性化、ス
トレス発散などの効果が立証されていて、
楽しみながら元気になれると話題です。

このサロンは歌のうまさを競うものではな
く、歌を楽しく歌ったり、聞いたりするこ
とを目的としています。

どなたでも参加できます。ぜひみなさん、
遊びに来てください！

⾜助町・ASH★

中屋さん

茂子さん サナエさん



⼤阪からやって参りました。豊かな森と⽔にあふれる三河地域に魅⼒を感じています。地域住
⺠主体の⼩⽔⼒発電を実現したいと考えています！（森⼭）

スタッフの
ひとこと

敷島の鈴⽊千鶴です。はじめてのＭＹパワーでのお仕事、わか
らないことも先輩が親切に教えてくれて助かっています。でき
ることが増えるのはやりがいになります！（鈴⽊千）

スタッフの
ひとこと

４月からの電力事業と、昨年度の地域課題解決金！

MYパワーでは、今年の４月から「地域で作られた電源を地域で使う」ことへの第一歩を踏み出す
べく、豊田市との協定に基づき、ごみ処理施設「渡刈クリーンセンター」で発電された電気を調達
しています。

「ごみ発電」はCO2の排出係数の小さい電気です。豊田市民が生活の中で出してしまう「ごみ」を
「電気」に変えてお届けします。

加えて、地域の課題解決を進めるための「地域の自主財源づくり」をお手伝いする「おたがいさま
電力」という考え方に基づき「地域課題解決金」を地域単位で分配する取り組みも進んでいます。

「地域課題解決金」の昨年度（令和 4 年度）分の実績として、１２地域（自治区･自治会･集落）
で合計９２件がMYパワーに切り替わり、合計227,653円をお渡しすることができました（一部、
次年度以降の受取を希望）。

このお金の使い道は、それぞれの地域で考えていただくことにしており、その一例としては、地域
住民が集まれる拠点づくり（敷島自治区の「しきしまの家」など）の費用や、高齢者の病院までの
送迎をされる方へのお礼などに充てられる予定です。

今年度（令和 5 年度）以降も毎年継続的にお渡しできるよう小売電気事業に努め、地域ごとの電
力切替を進めて参ります。（経営企画部：村⽥）

「おたがいさま電力」の仕組み

❶ 地域内のご家庭や個人事業主などが、ＭＹパワーに電気を切り替えた場合、それで得られ
た粗利の５０％を今年度は「地域課題解決金」として地域にお渡ししました。

❷ お渡しする対象は、(1) 電力切替を組織的にとりまとめた地域、(2) 集会所の電気を切り替
えた地域、 (3) 説明会を行い地域内で切替があった地域のいずれかに該当する地域です。

❸ 地域内で切り替えた件の粗利を毎月積上げ、年度で集計して翌年５月にお渡しします。

❹ 基本的に「現金でのお渡し」とし「組織名義の領収証」の発行をお願いします。

❺ 「地域課題解決金」の使い道が決まっていない場合は、地域とＭＹパワーとで協議すること
も可能です。

はなもみじ GIRO.

全商品50円引き

有効期限
2023年

10⽉31⽇まで

燻製はなナッツ ¥950
カップ⼊りおさつチップ ¥600

安納芋のスムージー
¥600

「はなもみじGIRO.」を経営する丸根敬一
さんは、長男として足助で生まれ育ち、長
く飲食の仕事をされてきました。

屋号の「はなもみじGIRO.」は、お母さん
の店「花もみじ」から。「花もみじ」が運
営を終えた後2018年から、跡地を借りる
形でスタート。

香嵐渓で楽しめる足助ならではの飲食を作
りたいという想いで、色々な商品開発に挑
戦しました。最初は小さなおやつ程度で始
めたおさつチップス。売れ行きがとてもよ
かったことから、主力商品としてこれまで
育ててきました。

香嵐渓の紅葉の間伐材利用の話が持ち上が
ったとき、富山県で彫刻用木材を使って燻
製を行っている話を聞いた丸根さんは、間

伐紅葉で「燻製おさつチップス」を作ることを思いつき、間伐材の購入を始めました。今後
は「燻製ナッツ」なども展開していきます。

現在、燻製商品の売上の一部を足助観光協会に寄付しており(‼ ) この寄付で新しい紅葉の
植樹が行われています。地域資源を生かして、地域を再整備する循環を生み出しています。

原動力は何なでしょうか。

「おじいさんが飯盛山へ入り、誰に頼まれるでも
なく山を整備する姿を見て育ちました。香嵐渓が
好きで、お祭りも大好きです。地元足助にお返し
をしたいという気持ちでやってきました」

足助のこれからについても聞いてみました。

「賑わいのある街は新陳代謝がある。足助だって
同じ商売を続ける人ばかりではなく、多くが時代
とともに移り変わってきた。働きに出る人も増え
て、商売をやる人は少なくなったけど、新しく商
いに挑戦するような元気な人が必要だと思う」

ＭＹパワーも、地域の商
店と協力して地域を盛り
あげていきたいです！
（経営企画部：鈴⽊雄）

足助の商店から、 香嵐渓の地域資源を循環


